
議案第 21号 

 

   武蔵野市立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規則   

 

 武蔵野市立学校の管理運営に関する規則（昭和 50年６月武蔵野市教育委員

会規則第２号）の一部を次のように改正する。  

 次の表中、改正前の欄の下線が引かれた部分については、それぞれ対応す

る説明の欄に掲げる改正を行い、改正後の欄の下線が引かれた部分とする。  

 次の表中、改正前の欄又は改正後の欄にのみ下線が引かれた部分について

は、それぞれ対応する説明の欄に掲げる改正を行う。  

 

改正前  改正後  説明  

目次  

 第２章  小学校及び中学校  

  第３節  学校評価等（第 14

条の４―第 14条の

８）  

 

 （休業日）  

第４条  施行令第 29条に規定す

る休業日は、次のとおりとす

る。  

 (1)及び (2) （略）  

 (3) 春季休業日  ３月 26日か

ら４月５日まで  

 

 

 

 

 (4) （略）  

２  （略）  

 

 （ 開 か れ た 学 校 づ く り 協 議

会）  

第 14条の８  校長は、施行規則

第 49条第１項（施行規則第 79

条において準用する場合を含

む。）の規定に基づき、開か

目次  

 第２章  小学校及び中学校  

  第３節  学校評価等（第 14

条の４―第 14条の

７）  

 

 （休業日）  

第４条  施行令第 29条に規定す

る休業日は、次のとおりとす

る。  

 (1)及び (2) （略）  

 (3) 春季休業日  ３月 26日か

ら４月５日まで（４月１日

から４月５日までの間に土

曜日及び日曜日が含まれる

場合にあっては、３月 26日

から４月６日まで）  

 (4) （略）  

２  （略）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次の条の繰上

げ  

 

 

 

 

 

 

 

字句の追加  

 

 

 

 

 

 

 

条の削除  

 

 

 

 

 



 

 

れた学校づくり協議会（以下

「協議会」という。）を置く

ことができる。  

２  協議会について必要な事項

は、別に定める。  

 

 （承認又は届け出を要する教

材）  

第 21条  （略）  

２  校長は学年又は学級全員若

しくは特定の集団全員の教材

として次のものを継続使用す

る場合、その使用開始期日 14

日前までに委員会に届け出な

ければならない。  

 (1)及び (2) （略）  

 

 

 

 

 

 

 （承認又は届け出を要する教

材）  

第 21条  （略）  

２  校長は、学年又は学級全員

若しくは特定の集団全員の教

材として次のものを使用する

場合は、その使用開始期日７

日前までに委員会に届け出な

ければならない。  

(1)及び (2) （略）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

字句の改正  

 

字句の改正  

字句の改正  

   付  則  

 この規則は、公布の日から施行する。ただし、第４条及び第 21条の改正

は、令和８年４月１日から施行する。  

 


